
写真1  皮膚保護剤の下の皮膚

に生じたストーマ周囲皮膚刺

激症状。肉芽腫は焼灼剤を用

いて治療しました。

写真2  2週間後、ストーマ周囲

皮膚に改善がみられます。

要旨
ストーマ周囲皮膚の合併症の発生率は高く、ストーマ造設患者の半数以上が生涯のうち
にストーマ周囲皮膚の問題を経験しています1。合併症の種類、原因、それらの治療方法
は、それぞれ大きく異なります。医療従事者は、ストーマ周囲皮膚の合併症の管理に多く
の時間と労力を費やしています。患者にとって、ストーマ周囲皮膚の痛みは、生活の質に
大きな影響を与えかねません。ストーマ周囲皮膚の合併症は、ストーマ造設後の最も一
般的な術後合併症です2。この症例報告で、そのような症例の 1 つをご報告します。

目的
患者に適した面板を選択し、ストーマ周囲に面板が適切に密着することで、ストーマ周囲
皮膚の異常を改善させ、健康な状態を維持すること。

患者の概要
患者は中年男性で、直腸癌に対して前方切除術およびループ式回腸人工肛門造設術を
受けました。吻合部狭窄のためストーマを閉鎖できず、永久的ストーマとなる可能性があ
りました。患者は、回腸ストーマの排泄量をコントロールするため多量の止痢剤を使用し
ているにもかかわらず、排泄量の多さに悩まされていました。この患者のストーマは皮膚
の「くぼみ」の中にあり、陥没しています。そのため、排泄量が多いという問題と併せて、漏
れが生じやすくなっていると考えられます。

問題
1年前にストーマを造設して以降、単品系凸面型装具を使用しており、ストーマ周囲皮膚
に刺激が生じて毎日交換することが多くなりました。また、ストーマ周囲皮膚の保護の補
助として、ワイプ式皮膚被膜剤も使用していました。ストーマ周囲皮膚の排泄物の漏れを
防止するため凸面型装具を使用し、ワイプ式皮膚被膜剤を使用していたにもかかわらず、
ストーマ周囲皮膚合併症に悩まされていました。

ケアの実際
ストーマ周囲皮膚合併症が悪化し、ストーマ周囲に肉芽腫が生じて、患者は地域のス
トーマケアクリニックを受診しました（写真1）。肉芽腫の治療に、焼灼剤および「ニューイ
メージ セラプラス 凸面」が用いられました。
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結果
患者は2週間後にクリニックを再受診しました。ストーマ周囲皮膚合併症は劇的に改善し
ており、ストーマ周囲皮膚の絶え間ない刺激による不快感がなくなり、患者は非常に喜ん
でいました（写真2）。「ニューイメージ セラプラス 凸面」は、3～4日間にわたり剥がれ等な
く適切な密着が保たれており、ストーマ袋は2日に1回交換し、ワイプ式皮膚被膜剤の使
用は中止しました。患者はQOLが大幅に改善したと感じており、以前よりも夜によく眠れ
るようになり、日常活動への復帰を楽しむようになっていました。

結論
ストーマ保有者の多くは、ストーマ周囲皮膚に問題が生じても、ストーマを造設したら、仕
方のないこととしてそれらの問題を受けいれています3。幸い、この患者は支援を求め、問
題は目に見えて改善しました。皮膚刺激を軽減する手段として、ストーマ周囲の十分な密
着を達成し、漏れを防止しても、ストーマ周囲皮膚を健康に保つには十分でないこともあ
ります。皮膚保護剤の成分もストーマ周囲皮膚の健康に影響を及ぼします。皮膚保護剤
の配合成分と密着性の適切な組み合わせを見つけることは、ストーマ周囲皮膚を健康な
状態に維持するために不可欠です。
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この症例報告は、特定の患者に「ニューイメージ セラプラス 凸面」を使用した場合の一人の看護師の経験
を示すものであり、すべての症例に適応できるとは限りません。
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